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【目的】ラットでは母体の体脂肪靂が妊娠末期に増加、産褐期  

に減少するが、これは母体が妊娠時に脂肪練織にエネルギーを  

貯蔵し、妊娠末期に放出するためと考えられる。その機序につ  

いては明らかでなく、前回ほa（損pocytok童11eSのⅢ一員種であるTNF  

仰α、Pm‡しγのmRNA畳およびアポ1、－シスの関与について  

検討したが、今回はリパーゼの関連について調べた。ノ【対象方  

法】妊娠・産梅期のSI）ラットの腹腔内脂肪を採取しLPL  

（lipoproteinlipase）活性ほ測定キットにて、HSIJ（horlT10ne  

SenSitivelipase）活性は脂肪親職の培養液中の遊離脂肪酸の靂  

にて算定した。【結刺LPL活性ほ妊娠5，10t14〔＝こ増加し、  

HSL活性は妊娠10日から産衛5日にかけて増加した。【考察  

結語】母体の体脂肪蚤の変化ほLPlノ，HSI．の増減による可能  

性が高いことが示唆された。  
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